
有り難いこと
富良野市立山部小学校長 桑 原 久 美

暖かな春の日差しが白いグラウンドに反射し、眩しい光を放っています。長い冬が終
わることを知らせるように、道路の雪解けも進んでいます。１年間の教育課程を修了す
る子どもたちは、４月に比べるとどの子も大人びた顔に見えます。表情から成長が伺え、
嬉しく思います。

校長室に「山部町史 昭和40年刊」があり、時々目を通します。頁を開いていくと、
まず目に留まるのが開拓時代の写真です。切り株があちこちにあり、側には切り倒され
た丸太が何本も転がっています。クマザサが地面を覆い、所々に掘っ建て小屋がありま
す。丸太を運ぶためと思われる馬車があり、鍬を振り上げて働く人の姿も写っています。
この笹藪や切り株を取り払い、畑を作っていったことを想像すると、その苦労は並大抵
のものではなかったと考えます。

開拓時代の回顧談として、中内八重吉さんの談話が掲載されています。

（前略）芦別岳のふもと一帯、原始林が天をおおって昼なお暗く、丈なす
笹や雑草は徒（いたず）らに狐熊の横行に委（まか）せていたものです。
とても人間が住めるところとも思われませんでした。（後略）

当時道外からこの山部に来た人の中には、恐れをなして住み着かなかった人もいたよう
です。このような過酷とも言える状況の中、住む人が少しずつ増え開拓が進むことで、
現在の山部の礎ができたと思うと感慨深いです。もし住み着く人がいなければ、今の山
部は違った地域になっていたかもしれません。

先ほどの写真は明治41年に撮影されたものです。この４年前には、山部小学校の前身
である山部簡易教育所がスタートしています。

丈なす雑草や熊笹のためにその（学校の）屋根が僅（わず）かに見えるだ
け、その教育所へ通うには細道をたどって笹や草を掻き分けて歩く有様だ
った

と書かれています。当時の小学生は57人。一つの教室で勉強していたようです。学校の
建築費は住民から集め、公費からは出されなかったと書かれています。開拓途中の地に
移住してきた家族の願いから、住民によって作られた学校です。当時の思いや願いを考
えると、もっともっと子どもたちの成長につながる教育活動をしていかなければと、身
が引き締まる思いです。

このように、山部や山部小学校の歴史を振り返ると、毎日当たり前のように過ごして
いる日常が、いろいろな過去の奇跡や偶然が重なって今につながってできていることに
気付きます。当たり前ではなく有り難いことです。日々、感謝の気持ちを忘れずに生き
ることが大切です。

この１年間、保護者や地域の皆様に支えられて教育活動を行うことができました。御
理解御協力をいただき、誠にありがとうございました。

山部町史編集委員会「山部町史 昭和40年刊」より

富良野市立山部小学校だより 今年度の重点目標

「自ら考え、判断し、

行動できる子ども」の育成

あたたかく かしこく たくましく
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学校だよりの内容についてのお問い合わせは山部小学校教頭 小山田(℡42-3091)までお願いします

５日（水）入学式前日準備
（新５・６年生 10:00登校）

６日（木）着任式 始業式 入学式
入学式後片付け(２年生以上)

７日（金）１年生下校指導（～13日）
ＰＴＡ新年度登校指導

（～13日）
１０日（月）１年生給食開始

山小安全日①
全国学力学習状況調査

（質問紙調査６年）
１２日（水）職員会議②

各種検査（３～６年）
１３日（木）各種検査（１～２年）
１４日（金）委員会①
１５日（土）参観日① ＰＴＡ総会

全体懇談 学級懇談
１８日（火）全国学力・学習状況調査

(６年)
１９日（水）研修日①

知能検査（２、５年）
２０日（木）避難訓練①
２１日（金）振替休業日
２４日（月）朝会（児童会認証式）
２５日（火）交通安全青空教室
２６日（水）学力テスト（２～５年）

耳鼻科検診
２８日（木）１年生を迎える会

内科検診
２９日（土）昭和の日

※毎週火・木曜日(13日以降)は英語の時間にＡＬＴが来

校します。

桑 原 久 美
赴任してからの２年間はあっという間でした。コロナ禍のため、以前より保護者や地

域の方と関わる機会は減りましたが、皆さんが山部小のために力を貸したいという気持
ちが強く伝わり、いつも心強かったです。山部小の子どもたちは、素直で優しくて一生
懸命でした。これからはたくましさも兼ね備え、未来に向かって活躍することでしょう。
山部の今後の発展を御祈念し、お別れの言葉とさせていただきます。本当にありがとう
ございました。

北 島 あゆみ
あっという間の６年間でした。明るく素

直で、優しいかわいい子どもたちと過ごし
た毎日は、私にとって大事な宝物です。

在任中は、保護者の皆様、地域の皆様に
たくさん支えていただきましたことを、心
より感謝申し上げます。

山部小学校に関わる皆様のご健勝とご多
幸をお祈りし、離任の挨拶とさせていただ
きます。６年間ありがとうございました。

三 好 千 恵
山部小学校へ赴任してから、長かったよ

うであっという間に感じます。しかし６年
前の４月に入学してきた小さな７人が、こ
の３月にたくましく成長した姿で卒業した
と思えば、やはり長い年月のようにも思い
ます。山部に来るまで旭川より南には住ん
だことのない私でしたが、目の前に広がる
険しくも麗しい山並みや、あちこちで咲く
きれいな桜の花と、自然の美しさにまず魅
了されました。そして美味しい食べ物、何
よりここに暮らす皆さんの温かい人柄、本
当に魅力的な土地で６年間を過ごすことが
できました。山部小学校と山部という地域
で学んだことを活かし、新しい学校、地域
でも尽力します。本当にありがとうござい
ました。

長谷川 一 郎
プライベートな話ですが、コロナ禍で遠

くにいる孫に会えないまま過ごしていまし
た。今、初孫が２年生、２番目が１年生で
す。山部小の１・２年生のクラスに行くと
は孫に会いに行くようにワクワクしていま
した。楽しかったなあ。


